
　
三
木
市
が
将
来
に
わ
た
り
ま
ち
の
活
力

を
保
ち
続
け
、今
後
も
着
実
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、何
よ
り
も
持
続

可
能
な
財
政
運
営
が
不
可
欠
で
す
。

　

社
会
・
経
済
情
勢
に
目
を
向
け
る
と
、

か
つ
て
の
高
度
経
済
成
長
や
バ
ブ
ル
経
済

の
よ
う
な
右
肩
上
が
り
の
収
入
の
増
加

は
、今
後
は
も
は
や
見
込
め
な
い
一
方
で

●
少
子
高
齢
化・人
口
減
少
の
進
展
に
伴

   

う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
へ
の
対
策

●
地
球
環
境
の
変
化
な
ど
に
伴
う
防
災・

   

環
境
問
題
対
策

●
過
去
に
整
備
し
た
公
共
施
設
や
道
路・

   

橋
な
ど
の
老
朽
化
対
策

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
へ
の
対
策

な
ど
の
新
た
な
社
会
問
題
の
解
決
に
向
け

て
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
に
お
い
て
は
、単
に「
財
政

が
厳
し
い
か
ら
」と
い
う
視
点
だ
け
で
な

く
、財
政
的
に
ま
だ
体
力
が
あ
る
う
ち
に

現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、そ

の
目
的
や
必
要
性
、効
果
な
ど
を
検
証
す

る
た
め
、改
め
て
事
業
の
総
点
検
を
行
い

ま
し
た
。
ま

子どもたちに習い事させた
いな。車も新しく買い替え
たいね。そういえば●●も
必要だね・・・・

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、こ
の
た
び
収
入

の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
含
む
各
種
事
業

の
見
直
し
内
容
を「
三
木
市
財
政
健
全
化

計
画
」（案）
と
し
て
令
和
４
年
３
月
に
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
（案）
に
つ
い
て
は
、先
月
に
開

催
し
た
市
内
2
カ
所
で
の
説
明
会
や
見
直

し
事
業
の
関
係
者（
団
体
）へ
の
個
別
説

明
、広
報
み
き
な
ど
に
よ
る
周
知
を
行
い

な
が
ら
、い
た
だ
い
た
意
見
の
内
容
も
検

討
し
た
上
で
、令
和
４
年
9
月
末
頃
を
目

途
に
最
終
的
な
計
画
と
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、計
画
（案）
の
巻
末
資
料【
三

木
市
財
政
健
全
化
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
】に

掲
載
し
て
い
る
個
別
の
取
組
内
容（
見
直

し
内
容
）の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
り
、持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
行
い
な
が
ら
、将
来
の
ま

ち
づ
く
り
や
社
会
問
題
の
解
決
に
向
け
た

新
た
な
施
策
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

計画（案）で取組予定の個別の見直し内容（事業）など

ふるさと納税の更なる推進など、4項目の取組により
　→　約3億円の収入増をめざします。

概要と効果額（収支改善額）※

人件費の抑制・削減、公共施設の再配置の推進、高齢者福祉施策や
障害者福祉施策、農業振興施策、就学前教育・保育の負担など、19項
目の見直しにより
　→　約4億円の支出減を行います。

収入の確保

支出の見直し

見直し
の分類

【今の】内容 【見直し後の】内容 効果額※
（収支改善額）

見直しの項目
 （事業など）

ふるさと納税
の更なる推進

令和
4年度

令和
5年度

施 設 の 使 用
料・サービス
の手数料

令和4年度は8億円、令
和5年度以降は10億円
の寄附金額をめざす。

令和3年度は寄附金額
約6億円（返礼品などを除
く実収入額は3億円）。

長年見直されていな
い使用料や手数料を設
定。

➡➡

➡➡
料金
改定
など

更なる
促進

令和4年度中に方針を
示し、令和5年10月か
ら新料金、減免条件を
設定。

2億円

精査中

縮小
65歳以上の返納者に1
万円相当の公共交通
利用助成券を毎年度
交付。

毎年度交付ではなく
免許証返納時の1回に
限り交付。

1,400万円
運転免許証自
主返納者への
公共交通利用
助成券の交付

人 件 費 の 抑
制・削減①（職
員の時間外勤務）

令和
4年度

令和
5年度

国民健康保険
特別会計の収
支不足（赤字）
の補てん

効率的な行政運営に
より、時間外勤務の更
なる削減をめざす。

ノー残業デーの実施
など、時間外勤務の削
減に取り組んでいる。

国民健康保険特別会
計の赤字を税金など
で補てん。

➡➡

➡➡ 廃止

改善

県に準拠し、日当を廃
止。

2,000万円

120万円
人 件 費 の 抑
制・削減②（職
員出張時の日当）

出張時に交通費とは
別に、日当を支給。

廃止
国民健康保険税を本
来負担していただく
額に戻し、赤字補てん
を廃止。

1億9,000
　　 万円

高齢者への温
泉施設等利用
助成

敬老祝金

特定世帯の保
育料軽減

（ひょうご保育料
軽減補助金）

70歳以上の市民に3千
円分の助成券を配布。

・77歳（喜寿）に7千円
・88歳（米寿）に1万円
・99歳（白寿）に2万円
・100歳（百寿）以上に
  5万円
を敬老祝金として支
給。

市が保育料を50％軽
減した後、県の補助事
業対象の世帯は更に
軽減(最大実質75％軽
減）。

縮小

縮小

廃止

500万円

1,100万円

950万円

助成券の配布を廃止。

・88歳に1万円
・100歳に5万円
77歳、99歳、101歳以
上は廃止。
ただし、新たに男女最
高齢者への市長の表
敬訪問を実施。

50％を超える軽減と
なっている特定世帯
の保育料を50％軽減
と し、他 の 世 帯 と 統
一。

収
入
の
確
保

見直し
 年度

支
出
の
見
直
し

➡➡

➡➡

➡➡

➡➡

➡➡
⤴⤴

一部をお知
らせします

▲三木市財政健　
　全化計画(案)※効果額は、計画最終年度の令和8年度時点での単年度の見込額

持続可能な財政基盤の確立持続可能な財政基盤の確立
に向けてに向けて
～シリーズ～シリーズ
　「三木市財政健全化計画」（案）　　「三木市財政健全化計画」（案）　
　を策定しました ～　を策定しました ～
　　　問  （市）経営管理課 経営管理係（市）経営管理課 経営管理係

シリーズ
財政基盤
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